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「記
念
す
べ
き
八
十
周
年
を
迎
え
て
」

同
窓
会
長
　
一戸

会
員
の
皆
様
に
は
ご
溝
群
に

て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
事

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。母

校
も
本
年
、

大
正
十

一
年

の
開
校
以
来
、

人
や
年
と
去
う

月
日
を
重
ね
、

そ
の
闘
、

約
二

万
九
千
名
の
有
為
な
人
材
を
各

界
各
層
に
送

り
出
し
て
参

り
ま
し
た
事

は
ご
同
慶
の

至
り
と
存
じ

ま
す
。

昨
年
、

同

窓
会
で
は
学

校
並
び
に
Ｐ

Ｔ
Ａ

・
後
援

会
と
語
ら
い
、

創
立
八
ヤ
周

年
記
念
実
行

委
員
会
を
組

織
し
、

記
念

事
業
に
つ
い

て
種
々
検
討

を
致
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

茉
広
が
り
を
表
す
八
十
周
年
に

相
応
し
い
基
本
理
念
と
し
て
、

第

一
に
過
去
（歴
史
）
の
成
果
を

称
え
、

第
二
に
現
在
を
見
つ
め
、

第
二
に
未
来
を
指
向
す
る
各
種

の
記
念
事
業
を
採
り
上
げ
る
事

に
決
定
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

【第

一
の
事
業
】

③
八
十
周
年
記
念
誌
の
刊
行
。

②
旧
正
門
の
復
元
と
記
念
碑
の

建
立
６

③
母
校
に
関
す
る
資
料
の
収
集

及
び
保
管
場
所
の
確
保
。

（こ
れ
ら
は
主
と
し
て
同
窓

会
が
担
当
）

【第
二
の
事
業
】

①
岡
窓
会
名
簿
の
発
行
。

（同
窓
会
担
当
）

②
八
十
周
年
式
典
の
挙
行
。

（主
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

，
後
援

会
担
当
）

【第
二
の
事
業
】

①
情
報
化
社
会
へ
の
対
応

（主
と
し
て
学
校
側
の
担
当
）

以
上
、

過
去

。
現
在

・
未
来
ヘ

対
応
す
る
事
業
を
行
う
事
に
よ

っ
て
、

母
校
の
名
誉
を
高
め
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
在
被
生
が
母
校
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、

希
望
の
あ

る
将
来
を
確
信
出
来
る
よ
う
に

な
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【各
記
念
事
業
の
解
説
】

①
「八
十
周
年
記
念
誌
の
刊
行
」

ａ
．

特
徴
あ
る
内
容

ア
．

同
期
会

，
各
地
支
部

・

部
活
の
活
動
状
況
の
記
事

イ
．

懐
か
し
い
本
高
新
聞
の

抜
粋

①
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
十
日

発
行
の
学
校
新
聞
創
刊
号
よ

り
約
五
十
年
間
に
亘
る
記

事

。
写
真
な
ど
の
抜
粋

②
～
０
　

「胴
正
関
の
復
元
」

ａ
．

会
報

一
号
へ
の
伊
藤
校
長

の
寄
補
文

「歴
史
と
伝
統
あ

る
本
校
に
し
て
は
、
ど
こ
と

な
く
重
み
が
な
い
…
正
円
を

束
に
移
し
た
か
ら
だ
。

赤
レ

ン
ガ
の
旧
正
円
周
辺
は
威
風

蛍
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
こ

の
周
辺
は
大
切
に
保
存
し
て

い
き
た
い
」
こ
の
指
摘
に
則

り
復
元
を
決
め
る
。

①
伊
藤
校
長
は
本
校
十
八
代
、

松
山
高
出
身
で
、

後
に
同
校

校
長
に
な
る
。

松
山
高
で
は

赤
レ
ン
ガ
の
正
門
が
取
り
壊

さ
れ
て
現
存
し
な
い
。

そ
の

事
を
大
変
残
念
が
っ
て
い
た
。

ｂ
．

門
扉
も
ア
ー
ル
メ
ー
ボ
ー

様
式
の
素
晴
ら
し
い
も
の
。

Ｃ
．

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
九
州
で

デ
ザ
イ
ン
の
紳
様
と
し
て
記

念
碑
が
盛

っ
て
い
る
母
校
隅

職
員
河
内
　
議
先
生
の
作
。

②
～
の
　

「記
念
碑
の
建
立
」

ａ
．

柏
塔
の
舎
え
る
隅
本
館
の

姿
を
彫
り
込
む
。

①

「会
員
名
簿
の
発
行
」

ａ
。

「柏
駿
会
員
名
簿
」
と
愛

称
を
付
け
、

平
成
十
三
年
八

月
二
十
日
発
刊
。

頒
価
四
千

三
百
円
。

篠
少
の
残
部
が
あ

り
ま
す
。

母
校
へ
お
金
を
添

え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ｂ
．

特
色

然
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
諸

事
業
を
立
派
に
成
し
遂
げ
る
為

に
は
募
金
目
標
の
達
成
が
何
よ

り
も
肝
要
で
ご
ざ

い
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
、

内
外
と
も

出
費
多
端
の
新
か
ら
、

誠
に
恐

縮
に
存
じ
ま
す
が
、

岡
封
さ
せ

て
頂
い
た

「
趣
意
書
」
を
ご

一

読
の
上
、

趣
旨
を
十
分
に
お
汲

み
取
り
預
き
、

御
芳
志
を
賜
り

た
く
こ
こ
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

尚
、　

一
日
以
上
ご
協
力
戴
い

た
方
に
は

「記
念
誌
」
を
無
料

贈
呈
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

《
お
詫
び
》

f日正Fl Pヨ扉優尭工事 (案)予 想図

Ａ
４
版
変
彬
、

二
段
組
。

一　

一
　

本
南
生
徒
会
長

（全

・
定
）

七
柿
の
郵
使
番
号
採
用
。　

　
一
の
文
章
と
終
身
会
費
納
入
者
及

全
終
身
会
員
名
掲
載

（十
二

一
び
特
別
寄
付
者
並
び
に
年
会
費

年
二
月
末
迄
）
　
　
　
　
　
一
納
入
者
名
が
紙
聞
の
関
係
で
割

以
上
事
業
内
容
の
概
略
を
説

一
愛
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を

明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

　

二

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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大
正
十

や
年
、

二
本
松
の
地

を
中
心
に
、

地
域
の
期
待
を
担

い
本
校
は
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

爾
来
、

多
く
の
人
材
を
内
外

に
送
り
、

今
日
に
至

っ
て
お
り

ま
す
。

今
年
は
、

創
立
八
十
周

年
の
記
念
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、

同
窓
会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
学

校
で
は
記
念
す
べ
き
年
を
祝
う

た
め
、

説
念
式
典

・
記
念
事
業

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
で
は
、

記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、

今
で
も
敷
地
の

商
に
残
り
、

中
学
時
代
か
ら
昭

和
四
十
六
年
本
進
校
舎
本
館
が

解
体
さ
れ
る
ま
で
用
い
ら
れ
た
、

レ
ン
ガ
造
り
の
旧
正
門
を
、

改

惨
し
て
遺
そ
う
と
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

旧
制
中
学
時
代
の
正

門
は
県
内
に
存
在
せ
ず
、

費
重

な
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、

母
校

へ
の
限
り
な
い
愛
着

の
こ
と
か
ら
と
存
じ
ま
す
。

ン
ロ
ー
ユＡ
Ｉ

円
円
田
圏
日
田
義

創
立
八
十
周
年
の
年
を
迎
え

学
校
長

菅
　
谷
　
畿
担　
之

（闇
ヤ
主
回
卒
）

と
こ
ろ
で
、

本
校
に
着
任
し

二
年
目
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
が
、

こ
の
間
、

母
校
を
訪
ね

る
卒
業
生
も
多
く
、

い
ず
れ
の

方
も
、

母
校
の
発
展
を
念
じ
て

お
り
ま
す
。

現
在
、

学
校
教
育
は
大
き
な

転
換
期
に
あ
り
ま
す
が
、

八
十

周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
、

皆
様
が
長
年
に
わ
た

っ
て
築

い

て
き
た
本
校
を
、

さ
ら
に
発
展

充
実
さ
せ
る
べ
く
尽
力
じ
よ
う

と
の
覚
幡
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

八

や
周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、

皆
様
の
ご
支
援
な
し
に

は
実
現
い
た
し
ま
せ
ん
。

つ
き

ま
し
て
は
、　

一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
析

念

い
た
し
ま
し
て
、

ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

創
立
八
十
周
年

に

寄

せ

て

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

芝

崎

　

　

茂

（高
十
八
日
卒
）

大
正
年
間
に
旧
制
本
産
中
学

と
し
て
誕
生
し
た
本
校
は
、

今

年
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
卒
業

生
二
万
人
千
人
を
輩
出
し
て
い

る
県
北
の
伝
統
校
で
す
。

「質
実
剛
縫
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
い
た
頃
の
往
時
の
風
潮

も
運
動
部
に
は
若
干
は
残

っ
て

い
た
感
も
あ
り
、

そ
の
中
で
育

っ
て
き
た
先
輩
各
氏
も
大
分
お

ら
れ
て
、

私
た
ち
も
そ
ん
な
カ

ル
チ
ャ
ー
を
心
の
片
隅
に
幹

っ

て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十

一

年
に
卒
業
じ
既
に
王
ヤ
数
年
、

時
代
は
大
き
く
変
貌
し
、

教
育

方
針
も
変
わ
り
高
校
生
活
も
ぞ

れ
と
共
に
変
革
し
て
き
て
い
ま

す
。

昨
今
報
道
さ
れ
る
高
校
生

を
含
ん
だ
数
々
の
間
題
も
個
々

の
自
覚
と
認
識
の
欠
如
か
ら
発

生
し
た
事
が
大
学
で
す
が
や
は

り

「
ら
し
さ
」
は
必
要
で
す
。

高
校
生
ら
し
さ
、

社
会
人
ら
し

き
、

い
つ
の
時
代
で
も
そ
れ
は

つ
い
て
田
り
ま
す
。

八
十
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、

諸
先

輩
の
築
か
れ
て
き
た

「伝
統
の

重
さ
、

歴
史
の
深
さ
」
が
語
り

継
が
れ
伝
承
さ
れ
形
こ
そ
変
わ

っ
て
も
本
校
の
生
徒
の
中
に
息

衝
き
、

心
の
糧
と
し
て
育
ん
で

戴
け
れ
ば
、

そ
し
て
そ
れ
を

「
誇
り
」
と
し
て
持

っ
て
戴
け

れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

記
念
事
業

に
向
け
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
後
援
会
長

植

田

襲
興

久

平
成
十
三
年
度
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
後

援
会
に
携
わ
り
、

伝
統
あ
る
本

虚
高
校
の
創
立
八
十
周
年
記
念

事
業
に
協
力
出
来
、

又
、

そ
の

中
で
多
く
の
岡
窓
会
会
員
の
皆

様
と
接
す
る
機
会
に
意
ま
れ
て

大
変
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。

準
備
の
為
の
会
議
は
、

本
校

の
三
階
で
行
わ
れ
る
事
が
多

い

の
で
す
が
、

間
窓
会
員
の
中
に

は
御
高
齢
の
方
も
多
く
、

階
段

が
幸
そ
う
に
見
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、

学
生
の
当
時
を
語

り
は
じ
め
た
時
に
は
麦
情
も
輝

き
、

つ
い
昨
間
の
こ
と
の
よ
う

に
語
る
姿
を
目
に
し
て
、

記
念

式
典
に
は
是
非
大
勢
の
卒
業
生

が
参
加
し
て
講
り
合

っ
て
頂
き

た
い
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
経
済
状
況
等
か
ら
大

規
模
な
記
念
建
造
物
等
は
不
似

合
い
と
思
い
ま
す
が
、

八
十
年

と
い
う
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
の

出
来
る
記
念
事
業
が
実
行
出
来

ま
す
よ
う
、

戸
谷
委
員
長
の
下

に
微
力
な
が
ら
協
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

本
産
中
学
の
思
い
出

私
は
本
庄
中
学
第
七
日
の
卒

業
生
で
、

八
十
六
歳
に
な
り
ま

し
た
。

松
久
小
学
校
の
出
身
で

あ
り
ま
す
。

当
時
は
六
年
生
か

ら
本
中
に
合
格
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
困
難
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、

私
た
ち
の
担
任
は
五
年
生

か
ら
入
学
の
た
め
の
準
備
教
育

を
始
め
ま
し
た
。

幸

い
受
験
じ

た
四
人
が
全
員
合
格
で
き
ま
し

た
。

そ
の
頃
の
本
中
は
武
蔵
野
の

松
林
の
木
端
に
あ
り
、

講
堂
の

奥
な
ど
に
は
野
兎
が
出
没
し
た

よ
う
で
し
た
。

こ
う
し
た
環
境

で
は
作
業
教
育
が
最
も
大
切
な

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち

は
学
校
の
往
復
に
は
常
に
自
転

車
の
後
に
蜜
捕
箱
を

つ
け
、

往

路
に
川
に
下
り
て
、

秒
か
砂
利

を
つ
め
て
学
校
に
行
き
、

放
課

後
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
業
で
、

卒
業
記
念
の
七
楠
測
を
造
り
ま

し
た
。

作
業
教
育
は
全
国
的
に

名
を
挙
げ
、

見
学
者
も
多
か
っ

た
よ
う
で
し
た
。

ま
た
勉
強
に
も
熱
心
で
、

朝

礼
台
の
前
の
黒
板
に
は
田
漢

・

英

・
数

・
社
理
な
ど
の
問
題
が

出
さ
れ
、

私
た
ち
は
自
由
に
そ

れ
を
解
き
、

日
答
箱
に
入
れ
る

と
先
生
の
回
容
が
翌
々
日
頃
に

返
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、

私
の
学
年
は
八
十
名

程
に
減

っ
て
い
ま
し
た
が
、

高

等
学
校
三

・
高
等
師
範
ｉ

・
高

専
多
数
が
合
格
し
ま
し
た
。

大
部
分
が
中
学
で
終
了
し
た

中
で
勉
強
と
勤
労
と
の
両
立
を

完
成
し
た
本
中
の
教
育
に
は
深

く
感
謝
し
、

内
藤
校
長

，
金
子

被
長

・
鯨
井
教
頭

・
長
教
頭

・

富
日
英
夫
先
生
な
ど
懐
か
し

く
、

深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（元
浦
高
校
長
）

矢代  登

(本中7回率)
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な
つ
か
し
本
高

新
鋼
本
庄
高
校
第

一
田
卒
業

式
は
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、

最
後

に
新
校
歌

「
連
峯
曇
に
…
」
を

歌

い
終

っ
た
時
、

突
姫

「跳
め

逢
る
け
き
本
産
の
お
と
め
我
等

は
…
」
の
ソ
プ
ラ
ノ
が
起
こ
っ

た
。

そ
の
歌
声
が
終
る
や
い
な

や

「松
は
緑
に
八
千
草
匂

い
児

玉

の
原

の
歴
史
は
長
し
…
」
、

朗
々
高
ら
か
の
男
性
大
合
唱
―

与
え
ら
れ
た
共
学
の
果
替
も
さ

る
こ
と
年
ら
今
ま
で
育
ま
れ
た

母
校

へ
の
愛
着
は
若
者
の
胸
深

く
染
み
透

っ
て
い
た
の
だ
。

私
は
町
立
本
産
高
女
四
田
卒
。

戦
争
末
期
昭
和
十
九
年
以
来
十

四
年
間
、

本
高
の
国
語
科
教
節
。

関根 み よ

体
鶴 )

同
窓
生
と
い
う
名
の
絆

私
が
本
成
高
等
学
校
を
卒
業

し
て
十
五
年
が
経
ち
ま
す
。

そ

の
間
本
産
を
離
れ
、

進
学

・
就

高橋 大 介

(高39回 卒)

息
子
は
二
人
と
も
本
高
幕
。

本

南
も
本
産
の
地
も
と
て
も
な
つ

か
し
い
。

教
室
で
は
国
語
授
業

の
充
実
を
求
め
て
の
悪
戦
講

闘
。

五
十
名
余
の
Ｈ

，
Ｒ
は
若

者
達
と
の
厳
し
い
ぶ
つ
か
り
合

い
。

「
お
ば
さ
ん
」

の
余
計
な

お
せ

っ
か
い
と
横
向
く
の
を
む

り
や
り
引

っ
ぱ

っ
て

″と
も
し

び
“
を
歌
い
、

無
記
名
で
い
い

か
ら
と
詩
や
文
を
書
か
せ
、

さ

す
が
に
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
の
試
合

だ
け
は
応
援
団
長
に
ま
わ
ら
せ

て
も
ら

つ
た
。

定
年
退
職
後
既
に
二
十
二

年
、

数
え
れ
ば
六
校
で
勤
め
た

が
、

本
高
の
思
い
出
は
今
も
鮮

明
で
あ
る
。

お
世
話
に
な

っ
た

校
長
先
生
方
、

諸
先
生
方
、

そ

し
て
今
、

戸
谷
同
窓
会
長
、

幹

事
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

本
産
高
等
学
校
の
益
々
の
御

発
展
を
深
く
お
祈
り
致
し
ま
す
。

職

。
結
婚
と
様
々
な
事
を
経
験

し
、

昨
年
仕
事
の
関
係
で
、

ま

た
本
度
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま

し
た
。

そ
ん
な
中
で

一
番
感
じ

る
の
は
、

地
元
で
は
本
南
事
業

生
と
い
う
だ
け
で
、

多
く
の
先

輩
や
後
輩
の
管
さ
ん
と
直
ぐ
に

親
し
く
な
れ
る
と
い
う
事
で
し

た
。

そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
毎

年
四
月
に
な
る
と
新
し
い
伸
闘

稲

陵
」
の
刊
行
に

置
協
力
を

平
成
十
四
年
度
は
本
庄
高
校

創
立
八
十
周
年
に
当
た
り
、

記

念
行
事
の

一
環
と
し
て
記
念
誌

「
猫
陵
」
を
発
刊
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
、

す
で
に
各
方
面
の

方
々
に
原
稿
執
筆
を
依
頼
し
、

鋭
意
そ
の
編
集
に
取
り
組
み
中

で
す
が
、

そ
の
概
要
を
紹
介
し
、

資
金
面
で
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

題
名

は
本
校

の
校
章

・
稜

旗

・
校
歌
等
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
相
葉
を
シ
ン
ボ
ル
に
す

る
学
舎
を
見

つ
め
直
じ
「猫
陵
」

と
し
ま
し
た
。

題
字
は
金
鑽
大
部
の
百
田
師

意
和
満

（
旧
中
二
十
回
卒
）
、

編集委員長

卜部  義 典

(高1回幕)

が
増
え
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な

事
を
考
え
て
い
る
と

「
同
窓
生

っ
て
良

い
も
の
だ
な
あ
。

」
と

感
じ
ま
す
。

本
高
を
事
業
し
て

本
当
に
良
か

つ
た
と
心
か
ら
感

謝
致
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。

（お
試
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本
庄

総
支
配
人
）

養
紙
絵

・
扉
絵
は
日
本
田
家
関

田
雄
韻
田
伯
（隠
中
十
四
回
幕
）

に
お
願
い
し
快
諾
を
得
ら
れ
ま

し
た
。

記
念
誌
の
内
容
は
、

①
各
卒

業
年
次
毎
の
代
表
の
方
よ
り
同

学
年
同
窓
会
の
活
動
状
況
や
学

校
当
時
の
思
い
出
諮
、

②
部
活

動
等
の
伝
統
を
足
跡
を
尋
ね
て

創
部
当
時
の
思
い
出
や
Ｏ
Ｂ
の

活
動
ぶ
り
な
ど
の
紹
介
、

③
各

地
域
で
活
動
し
て
い
る
同
窓
会

各
支
部
の
活
動
報
告
、

④
学
校

新
聞
の
中
か
ら
母
校
の
特
色
と

思
わ
れ
る
記
事
の
抜
粋
復
刻
紹

介
、

①
最
近
の
母
校
の
特
記
す

べ
き
事
項
、③

在
校
生
の
意
見
、

②
高
校
制
度
の
主
な
歩
み
、

①

そ
の
他
個
人
投
穏
等
を
取
り
あ

げ
、

お
よ
そ
四
百
ベ
ー
ジ
程
度

の
記
念
誌
に
ま
と
め
上
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
会
一〇
〇

一
年
）の

進
路
を
巡
る
状
況

進
路
指
導
部

日
比
谷
　
緊

現
役
生
の
二
〇
〇

一
年
春
の

進
路
状
況
は
、

大
学
進
学
者
数

で
は
国
公
立
大

一
〇
名
、

私
立

大

一
四
二
名
、

合
わ
せ
て

一
五

二
名
で
、

過
去
三
年
間
が

↓
○

一
、　

一
〇

一
、　

〓

一
一
と
推
移

し
て
き
た
の
と
比
べ
る
と
大
き

く
数
を
増
や
し
て
い
る
。

そ
の

原
因
と
し
て
は
、

隻
験
人
間
が

減
少
し
て
き
て
い
る
た
め
、

大

学
側
が
早
期
に
学
生
を
確
保
し

よ
う
と
し
て
推
薦
の
定
員
枠
を

増
や
し
て
い
る
こ
と
や
、　

一
般

入
試
も

一
部
の
難
関
校
を
除
い

て
易
化
傾
向
に
あ
る
た
め
、

生

徒
の
意
識
が

「浪
人
は
仕
方
が

な
い
」
か
ら

「
頑
張
れ
ば
現
役

合
格
で
き
る
」
と
い
う
方
向

ヘ

変
わ

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

実
際
に
、

浪
人
な

ど
の
進
路
未
決
定
者
数
は
人

一

名
で
、

初
め
て
二
桁
の
数
年
に

な

っ
た
。　

一
方
で
、

短
大

へ
の

進
学
者
は
四

一
名
で
、

減
少
傾

向
が
続

い
て
お
り
、

専
門
学
校

も
七
七
名
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

る
。

就
職
者
数
は
五
名
で
数
年

前
に
比
べ
る
と
減

っ
て
き
て
い

る
が
、

原
因
の

一
つ
は
、

公
務

員
が
、

不
況
で
人
気
は
高
ま

っ

て
い
る
の
に
採
用
人
数
は
減
少

し
て
い
る
た
め
、

大
変
な
倍
導

で
難
関
と
な

っ
て
い
る
事
で
あ

る
。　

一
次
、

二
次
試
験
を
突
破

し
て
採
用
に
潜
ぎ
着
け
た
の
は

一
名
だ
け
で
あ

っ
た
。

現
在
は
、

す
で
に
二
〇
〇
二

年
度
入
試
も
推
薦
入
試
は
終
了

し
、

二
学
期
終
了
時
点
で
、

進

学

，
就
職
を
合
わ
せ
る
と

一
六

王
名
が
進
路
を
決
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
二
年
生
金
生
徒
の
約
四

五
％
に
該
当
す
る
。

推
薦
入
試

の
拡
大
と
と
も
に
早
期
に
進
路

が
決
定
す
る
傾
向
は
今
後
も
続

く
と
思
わ
れ
る
が
、　

一
般
入
試

で
受
験
す
る
生
徒

に
と

っ
て

は
、

ク
ラ
ス
の
約
半
分
の
進
路

が
決
ま

っ
て
い
る
中
で
費
験
勉

強
に
取
り
経
ん
で
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、　

一
般
入
試
で
受
け

る
の
が
当
た
り
前
だ

っ
た
時
代

に
は
な
か

っ
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
今
の
受
験
生
は
感
じ
て
い
る
。

（現
在

の
入
誠
傾
向
は
、

文
系

で
は
司
法
試
験
の
改
革
や
国
の

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
の
影

響
で
法
学
部
の
人
気
が
高
く
、

理
系
で
は
不
況
が
長
引
い
て
企

業
の
採
用
が
回
復
し
な
い
た
め
、

実
学
の
正
学
部
よ
り
も
基
礎
理

論
中
心
の
理
学
部
の
方
に
人
気

が
動
い
て
い
る
。
ま
た
、

女
子

を
中
心
に
看
譲
、

医
療
、
福
祉

系
の
人
気
は
依
然
と
し
て
高
い
。）

（
こ
れ
か
ら
、

い
よ
い
よ

一
般

入
試
を
遡
え
る
が
、

全
員
が
実

力
を
出
し
切

っ
て
、

ぜ
ひ
希
望

の
進
路
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

）

本産中学校 本 校前庭
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県
北
で
唯

一
の
部
活
で
す
が
、

伝
統
を
引
き
雄
い
で
頑
張

っ
て

い
ま
す
。

◇
弓
　
遺
　
部

埼
玉
県
武
道
大
会
弔
適
部
個

人
優
勝

・
本
村
美
友
紀
、

女
子

団
体
３
住
。

◇
チ
エ
ス
部
男
子

目
指
せ
県
大
会
期
体
戦
ベ
ス

ト
８
、

個
人
戦
ベ
ス
ト
ー６
１

◇
歌
式
チ
エ
ス
部

上
位
入
賞
を
圏
指
し
て
日
々

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
ス
キ
ー
部

最
後
ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｈ

◇
陸
上
競
技
部

ネ
パ
ー

・
ギ
プ

・
ア
ッ
プ
を

念
頭
に
お
き
、
ど
ん
な
滋
し
い

練
習
で
も
乗
り
こ
え
て
い
る
。

◇
男
子
パ

ス
ケ

ツ
ト
部

男
子
バ
ス
ケ
部
は
部
員
１１
人

で
発
し
く
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

◇
女
子
パ
ス
ケ
ツ
ト
部

果
大
会
ベ
ス
ト
８
、

県
北
大

会
は
常
に
上
位
の
成
績
を
残
し

て
い
ま
す
。

◇
硬
式
チ
エ
ス
部
女
子

新
入
戦
北
部
地
区
大
会
、

単

・
複
１
位
。

県
大
会
、

複
べ

ス
ト
‐６
ｏ

◇
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子

学
校
総
体
県
大
会
出
場
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
県
大
会

出
場
。

◇
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
女
子

”
心
を

つ
な
げ
“
を
合
言
葉

に
、

県
大
会
を
目
指
し
日
々
練

習
中
！

◇
剣
遺
部

男
子
新
人
戦
県
大
会
ベ
ス
ト

３２
ｏ女

子
都
市
大
会
個
人
１
位
。

鍛
錬

◇
柔
道
部

関
東
ジ

ュ
ニ
ア
大
会
出
場
。

「
克
己
復
礼
」
の
精
神
で
稽
章

に
励
む
。

◇
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
部

熱
球
青
春
、快

音
の
手
応
え
、

快
汗
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
た
い
。

◇
水
泳
部

現
在
、

生
徒
会
長

・
副
会

長

・
書
記
が
水
泳
部
員
。

両
立

が
目
標
Ｈ

◇
サ

ッ
カ
ー
部

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、

日
々
厳
し
い
練
習
を
し
て
い
ま

す
。

◇
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル
部

部
員
も
増
え
、

夏
山
か
ら
冬

出
ま
で
、

楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

◇
卓
球
部

一
年
生
男
子
部
員
が
熱
心
に

練
習
し
て
い
て
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

◇
野
球
部

柏
の
操
の
精
神
を
胸
に
部
員

一
九
と
な

っ
て
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
。

◇
地
学
部

鉱
物
、

化
石
、

天
体
を
交
え

た
合
猪
も
復
活
Ｌ
、

活
動
活
発

で
す
。

◇
新
聞
部

学
校
新
聞
を
年
四
日
発
行
予

定
。　

一
年
生
の
部
長
を
中
心
に

健
闘
中
。

◇
図
書
部

柏
樹
祭
で
万
葉
集
を
活
用
し

て
い
る
人
を
紹
介
。

今
年
は
別

の
テ
ー
マ
で
展
示
予
定
。

◇
放
送
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ
及
送
ヨ
ン
ク
ー
ル
朗

読

・
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
黒
大
会

出
場
。

◇
化
学
部

現
在
部
員
１４
名
。

そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
、

実
験
中
。

◇
演
劇
部

三
回
の
校
内
上
演
と
二
日
の

校
外
上
演
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

◇
茶
道
部

平
手
前
、

棚
、

大
板
、

長
板

の
手
前
を
練
習
。

発
表
の
場
は

文
化
祭
と
二
日
の
定
例
お
茶
会
。

◇
社
研
部

　

）

今
で
は
稀
少
の

「擬
絵
」
調

査
に
、

東
奔
西
走
い
た
し
ま
し

た
。

◇
欧
葵
楽
部

定
演
、

コ
ン
ク
ー
ル
を
含
め

活
発
に
活
動
。

演
奏
会
に
多
数

参
加
。

◇
生
物
部

生
物
の
採
集
と
飼
育

・
栽

培
。

微
生
物
の
塔
養
と
実
験
。

◇
写
真
部

最
近
は
デ
ジ
カ
メ
中
心
に
写

真
の
世
界
を
広
げ
て
い
ま
す
。

銀
塩
と
変
わ
ら
な
い
薗
質
が
得

ら
れ
ま
す
。

◇
美
術
部

油
絵
を
中
心
に
制
作
活
動
を

行
い
、

文
化
祭
で
の
校
内
発
表

や
年
二
日
の
校
外
展
を
し
て
い

ま
す
。

◇
書
遺
部

毎
年
六
月
に
は
校
外
展
を
本

庄
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行

っ
て

い
ま
す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
英
語
部

業
し
み
な
が
ら
英
語
に
親
し

む
事
を
爵
標
に
、

英
語
力
向
上

を
目
指
す
。

◇
考
首
学
部

考
苦
学
を
中
心
と
す
る
歴
史

全
体
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
部

活
動
で
す
。

◇
物
理
部

パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
研
究
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

報
ｔ
ｔ
ｔ
韓
住
住
韓
韓
韓
，Ｑ
．Ｑ

韓
毬
住
宅
住
韓

本

部

・

支

部

役

員

わ
め
め
わ
め
め
め
島
や
や
め
わ
め
め
ル
わ
“つ
わ

△
ム
　
長
　
一戸
谷
　
全
克

高

１

翻
会
長
　
ユ立
川
　
大
作
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